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平成２９年度 学校評価に関わるアンケート集計結果

平成３０年１月１７日

宮城県中新田高等学校

１ アンケート調査期日と回収率
対 象 者 実 施 日 回 収 率

生 徒 12月 1日（金） ８：４０～ ９３％（３１０／３３４人中）

保 護 者 11月 22日（水）～ 12月 1日（金） ８３％（２８６／３３４人中）

教 職 員 11月 22日（水）～ 12月 1日（金） １００％（ ３１／ ３１人中）

２ 結果詳細
＜資料１＞平成 29 年度 学校評価アンケートの実現度グラフ（生徒・保護者・教職員）

＜資料２＞平成 29 年度「重要度」「実現度」「ニーズ度」一覧（生徒・保護者・教職員）

３ 共通項目 結果一覧 （ 実現度 ） （数字は肯定的評価の値 単位 ％）

生徒 保護者 教職員

項 目 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ２８ Ｈ２９

１ 進路に応じた教育課程編成 ７７ ８３ ７８ ８６ ８９ ７７

２ 意欲を引き出す授業 ５７ ６６ ６７ ７２ ７８ ８１

３ 家庭学習の定着 １９ ３３ ３７ ４０ ４１ ２９

４ 充実した朝読書の推進 ７６ ８２ ６３ ６８ ８９ ８４

５ 生活指導の方針明確 ６７ ７２ ７１ ７８ ８５ ８４

６ 基本的生活習慣の指導 ７６ ７８ ７１ ８３ ８５ ８７

７ 進路目標の明確化 ７１ ７８ ６９ ７６ ８９ ９０

８ 進路情報の提供 ６９ ８０ ６２ ７４ ７４ ８７

９ 進路ノートの活用 ６８ ６３ ５６ ６７ ３３ ５２

10 教育相談体制 ７３ ７７ ６２ ６９ ８９ ９０

11 部活動が活発 ７３ ７８ ６７ ７８ ６８ ６８

12 部活動の休養日設定 ７３ ７２ ６５ ７８ ６３ ６８

13 生徒会活動が活発 ７０ ７５ ７４ ７９ ７８ ７１

14 有意義な学校行事 ６３ ６５ ７１ ７９ ９３ １００

15 特色ある学校づくり ６７ ７６ ７２ ７８ ８１ ７７

16 災害時の避難・連絡 ７７ ８６ ７３ ８５ ９３ ９０

17 学校の情報提供 ７６ ７７ ６６ ７４ ９３ ９４

18 PTA･学校行事の連絡 ６６ ７１ ５８ ６１ ４８ ５５

19 校舎等の施設設備 ５８ ６４ ６４ ７３ ８５ ８１

20 清掃等学習しやすい環境 ７０ ７１ ７５ ８０ ８８ ８７

21 いじめの早期発見 ５７ ５９ ６１ ６９ ８９ ９４

22 学校生活の充実度 ６２ ６８ ７１ ８２

平 均 ６６．６ ７１．５ ６６．０ ７４．０ ７７．０ ７８．３
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４ 共通項目概況
今年度の学校評価に関するアンケートは，昨年度と同じ項目で実施した。具体的項目での昨年

度と今年度の経年比較を実施した。

（１）生徒アンケート
肯定的評価の平均は７１.５％（前年比＋ 4.9 ﾎﾟｲﾝﾄ）と全体的に評価が高くなった。その中で

肯定的評価が７０％以上の項目は，２２項目中１４項目（昨年比＋３）であった。

中でも「進路に応じた教育課程の編成」，「充実した朝読書の推進」,「進路情報の提供」,「災

害時の避難・連絡」の４項目で肯定的評価８０％を超えている。 また，肯定的評価が６５％未

満は４項目（前年比－２）であり，そのうち６０％未満は，「家庭学習の定着」，「いじめの早期

発見」であるが，いずれも昨年度より高まっている。特に「家庭学習の定着」の評価は３３％と

昨年より１４ポイント高まった。（H23は 16，H24は 19，H25は 27，H27は 32，H28は 19）
なお，前年度と比べて大きく変動した項目は，「進路情報の提供」（＋１１），「意欲を引き出す

授業」（＋９），「特色ある学校づくり」（＋９），「災害時の避難・連絡」（＋９）であった。

（２）保護者アンケート
肯定的評価の平均は７６.１％（前年比＋ 10.1 ﾎﾟｲﾝﾄ）と大きく数値が上がった。その中で肯定

的評価が７０％以上の項目は１６項目（前年比＋７）となった。８０％を超えた項目は「進路に

応じた教育課程の編成」，「基本的生活習慣の指導」，「災害時の避難・連絡」，「清掃等学習しやす

い環境」，「学校生活の充実度」の５項目であった。

また，肯定的評価が６５％未満は２項目であり，特に「家庭学習の定着」の評価が４０％（昨

年比＋ 3 ﾎﾟｲﾝﾄ）と生徒アンケートと同様に低い評価となっている。
なお，前年度と比べて大きく変動した項目は，「部活動の休養日設定」（＋１３），「進路情報の

提供」（＋１２），「災害時の避難・連絡」（＋１２），「進路ノートの活用」（＋１１），「学校生活

の充実度」（＋１１），「校舎の施設設備」（＋９）であった。

（３）教職員アンケート
肯定的評価の平均は７８.３％（前年比＋ 1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ）であった。肯定的評価が７０％以上の項

目は，２１項目中１６項目（前年比±０）であった。その中でも「基本的生活習慣の指導」，「進

路目標の明確化」，「進路情報の提供」，「教育相談体制」，「有意義な学校行事」，「災害時の避難・

連絡」，「学校の情報提供」，「清掃等学習しやすい環境」，「いじめの早期発見」の９項目が８５％

を超えた。

また，肯定的評価が７０％未満の項目は，５項目（前年比±０）であり，その中でも６０％未

満は「家庭学習の定着」，「進路ノートの活用」，「PTA・学校行事の連絡」である。評価項目中「家

庭学習の定着」が２９％と特に低い評価となった。

なお，前年度と比べ特に大きな変動があった項目で，「清掃等学習しやすい環境」が１３ポイ

ント上昇した。また，反対に１０ポイント以上マイナスに転じた項目は，「家庭学習の定着」が

（－１２），「進路に応じた教育課程編成」が（－１１）であった。

５ ニーズ度算出からのまとめ
（１）アンケートの実施について

今年度のアンケートも，昨年同様にそれぞれの項目に対して実現度だけでなく重要度も回答し

てもらった。重要度と実現度に関してはアンケート結果に対して次のような点数化を行い，各項

目の「重要度」「実現度」「ニーズ度」を算出した。

重要度 重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない

点数 ７ ５ ３ １

点数の和 ÷ 有効回答数 ＝ 重要度

実現度 よく出来ている 大体出来ている あまり出来ていない 出来ていない

点数 ７ ５ ３ １

点数の和 ÷ 有効回答数 ＝ 実現度 重要度 ×（ ８－実現度 ）＝ ニーズ度

「ニーズ度」は，重要度が高くて実現度が低いと高くなる。「ニーズ度」が高い項目は，

学校の課題と見なすことが出来る。
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（２）「生徒」「保護者」「教職員」アンケートの三者比較概要 ※（ ）内は 28年度の値
重要度平均値 実現度平均値 ニーズ度平均値

生 徒 ５．６７（5.30） ４．６０（4.28） １９．２０（19.66）
保護者 ５．８１（5.35） ４．６５（4.21） １９．４６（20.28）
教職員 ５．９７（5.91) ５．３５（4.75） １９．０３（19.09）

上記の表から，今年度のアンケート結果を見ると，生徒と保護者・教職員による重要度・実現

度・ニーズ度の平均値がほぼ同程度であるが，それぞれ重要度・実現度の平均値が若干増加し，

ニーズ度が若干減少した。今回のアンケート結果から，三者のニーズ度の数値の高い項目から課

題の割り出しを試みた。

（３）「ニーズ度」から見た注意すべき項目（上位７項目） ニーズ度

＜生徒＞ 質問項目 重要度 実現度 29年度 28年度
3 私は，毎日，予習・復習等の家庭学習に取り組んでいる。 5.43 3.31 25.45 27.86

21 学校は，日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。 5.68 4.06 22.41 22.44

2 学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている。 6.07 4.36 22.08 23.20

14 有意義な学校行事がある。 5.81 4.34 21.30 21.22

19 校舎やグランドなどの施設や設備は整理されている。 5.52 4.25 20.68 21.65

12 部活動の休養日は，生徒・顧問の負担軽減のために適切に設定されている。 5.91 4.66 19.74 21.65

1 本校では,生徒の進路希望に応じた教育課程が編成されている。 6.31 4.88 19.69 20.61

全平均 5.67 4.60 19.20 19.66

ニーズ度

＜保護者＞ 質問項目 重要度 実現度 29年度 28年度
3 お子さんは，毎日，家庭学習に取り組んでいる。 5.79 3.66 25.09 25.61

21 学校は，日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる。 5.91 4.24 22.19 23.17

2 学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている。 6.24 4.50 21.83 22.01

8 進路希望に応じた必要な進路情報の提供は適切に行われている。 6.31 4.71 20.73 22.53

7 進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている。 6.34 4.75 20.61 20.71

18 PTA活動や学校行事などの連絡事項を保護者へいつも伝えている。 5.40 4.18 20.60 21.14

9 「進路ノート」を活用しＬＨＲや総合の時間を使って効果的な進路指導が行われている。 5.72 4.42 20.49 21.62

全平均 5.82 4.65 19.46 20.28

（３）「ニーズ度」から見た注意すべき項目（上位７項目） ニーズ度

＜教職員＞ 質問項目 重要度 実現度 29年度 28年度
9 「進路ノート」を活用しＬＨＲや総合の時間を使って効果的な進路指導が行われている。 5.58 3.71 23.94 23.43

3 宿題指導の徹底などにより，家庭学習は定着している。 5.06 3.39 23.36 24.18

2 学ぶ意欲を引き出し，学力を身につけられるような授業が行われている。 6.42 4.68 21.33 21.85

12 部活動の休養日は，生徒・顧問の負担軽減のために適切に設定行している。 5.94 4.48 20.87 21.08

11 部活動は活発に行われている。 5.84 4.52 20.34 22.20

1 本校では，生徒の進路希望に応じた教育課程が編成されている。 6.23 4.74 20.28 19.11

5 部活動は活発に行われている。 6.29 4.81 20.09 19.82

全平均 5.97 5.35 19.03 19.09

・「家庭学習の定着」は，３年連続して三者ともニーズ度が高い項目であった。学習すること

の大切さは感じているものの，実際の家庭学習状況はなかなか改善されていない。根強い課題

である。今年度は特にビジネス手帳の活用を重点的に行い，時間の管理を意識付けしてきたが，

なかなか徹底できず学習時間の増加までは至らなかった。学習意欲を掻き立てる具体的取り組

みを保護者の協力を得 ながら進めていかなければならない。

・「学ぶ意欲を引き出す授業」も，三者とも高い値となっている。学ぶ意欲を引き出し，基礎

学力の定着，向上につながるわかりやすい授業を目標に各教員がそれぞれ工夫している。特に

今年度は数学科と英語科で県教育委員会や大学の教官から指導いただく機会を持った。模試な

ど少しずつではあるが学力の向上がみられている。今後，より一層研究を進め，生徒の意欲を

高めていきたい。
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・「進路ノートの活用」は，実際に使用している生徒及び保護者の評価は向上傾向ではあるが，

教職員が大幅に前年比マイナスとなっている。タイムリーな進路指導を実現できるよう内容の

見直しや活用法の研究が課題である。また，「進路情報の提供」についても，三者とも肯定的

評価が６０％台と低く，ニーズ度が高い。今年度は進路別ガイダンスを早めに実施し，進路意

識を高める工夫を図ってはいる。今後も時期に応じ進路情報をこまめに発信したり等効果的な

進路指導の検討を継続したいと考える。

・「いじめの早期発見」は，安心した学校生活に欠かせない必要性の高い項目である。今年度

も，いじめに関するアンケートを毎月実施し，その内容をもとにいじめが解決した事例もある。

また，職員も日々の教育活動の中で生徒を注意深く観察し，いじめの早期発見・防止に取り組

んでいる。昨年度より三者とも実現度が向上したが，まだまだニーズ度が高い。このことを真

摯に受け止め，今以上に相談しやすい環境を作る等，いじめ撲滅に向けて注意を怠らず取り組

んでいきたい。

・「PTA・学校行事の連絡」についても昨年に引き続き生徒・保護者・教職員とも低い評価でニ

ーズ度が高まっている。今年度はできるだけタイムリーに情報発信できるよう「ホームページ」

更新の校内体制を改め，また一斉メール配信もこまめに行ってきた。今後もスピーディーな情

報発信と内容の充実に努めたいと考える。

・今年度全国的に話題になっている「部活動の休養日設定」についてであるが，本校でもニー

ズ度が高まっている。「部活動が活発」や「家庭学習の定着」のニーズ度の高さもありバラン

スが重要と考える。「文武両道」部活動，学習共に成果を上げられるよう校内で検討し指導を

工夫していきたい。

６ 考察
今年度の学校評価に関わるアンケート結果について共通項目結果一覧及びニーズ度算出結果よ

り，本校が問題意識を持って取り組むべき課題は，次の点に集約されると考える。

１）毎日の家庭学習の習慣づけと時間管理の指導を通し，生徒の目標設定に繋げる

２）基礎学力の向上を図り，生徒の学ぶ意欲を引き出す授業の工夫

３）生徒が相談しやすい環境向上といじめ防止の周知徹底

４）「進路ノート」の活用と効果的な進路指導方策及び進路情報等内容・伝達法の工夫

５）部活動には適度に休養日を設け，心身ともに健康で文武両道のバランスのとれた生活習慣の確立

７ 自由述欄より
今年度の自由記述では，「学校の行事予定や生活の様子を知らせる工夫について」，「進路指導

の在り方について」，「部活動の活性化や見直しについて」，「女子の制服デザインについて」，「保

護者送迎の旧テニスコートの改善について」，「体育館内の床やカーテンの改善について」など大

変貴重なご意見をいただいた。

「体育館内の床とカーテンについて」は昨年から県に予算要求しており、床のワックスがけに

関しては改善に向けて計画を立てている。その他のご意見についても校内で検討させていただき、

改善に努めたいと思っている。今後も学校経営上のヒントとなる意見等大いにお願いしたい。


